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　　人口の動き

　11月1日現在
男5，070（一8
女5，124（一4
計　10，194・（一12

世帯数2，350（一2

　　（）前月比較
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町
条
町

原
　
　
田

川
下
高

院
院
院

医
医
病

　
　
　
町

島
口
日

大
山
十

11月

18日

23日

25日

12月上旬の予定

2日　至誠堂医院西浦東

9日池田医院本町西

　
町
で
手
が
け
て
い
る
炭
焼
き
事
業
も

今
年
は
二
年
目
で
す
。

　
夏
か
ら
フ
ル
回
転
の
カ
マ
ニ
墓
で
、

こ
れ
ま
で
の
製
炭
は
約
十
五
ト
ン
。
加

え
て
今
年
は
、
新
農
構
で
も
炭
焼
ガ
マ

を
築
造
し
て
、
造
林
事
業
の
副
産
物
は

資
源
節
約
時
代
へ
の
対
応
も
バ
ッ
チ
リ

で
す
。

　
と
こ
ろ
で
、
意
外
に
む
ず
か
し
い
炭

焼
き
の
行
程
は
、
ほ
ど
よ
く
切
り
そ
ろ

え
た
炭
材
を
、
カ
マ
に
積
み
並
べ
て
燃

や
す
こ
と
一
週
間
、
焼
き
あ
が
る
と
半

日
ほ
ど
の
精
錬
を
経
て
、
三
日
間
く
ら

い
冷
や
し
ま
す
．

　
一
サ
イ
ク
ル
十
日
間
を
も
っ
て
、
一

カ
マ
約
五
百
キ
ロ
グ
ラ
ム
の
製
炭
と
な

り
ま
す
。

　
こ
の
製
品
が
ま
た
、
ひ
く
て
あ
ま
た
．

　
町
内
の
皆
さ
ん
に
も
安
く
譲
る
と
い

い
ま
す
か
ら
希
望
者
は
林
業
係
ま
で
。
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根
津
町
長
四
期
目
に

町
長
選
・
町
議
選
無
投
票
で

　
先
月
十
四
日
に
告
示
さ
れ
た
町
長
選
挙
及
び
町
議
会
議
員
の
補
欠
選
挙
は
、
対
立

候
補
が
な
い
た
め
、
い
ず
れ
も
無
投
票
と
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
結
果
、
町
長
に
は
根
津
正
三
氏
が
四
選
、
ま
た
、
欠
員
一
議
席
の
議
会
議
員

に
は
、
平
野
正
義
氏
が
確
定
し
、
二
十
一
日
に
は
そ
れ
ぞ
れ
当
選
証
書
が
渡
さ
れ
ま

し
た
。

　
　
【
根
津
町
長
略
歴
】

　
大
正
三
年
十
月
十
七
日
生
ま
れ
（
六

十
五
歳
）
、
昭
和
二
十
二
年
上
野
村
収

入
役
に
就
任
、
三
十
六
年
か
ら
川
西
町

収
入
役
、
四
十
二
年
十
月
川
西
町
長
に

初
当
選
。
　
【
現
職
】
川
西
町
土
地
改
良

区
理
事
長
、
中
魚
沼
郡
町
村
会
長
、
新

潟
県
町
村
会
理
事
、
新
潟
県
農
地
地
す

べ
り
対
策
協
議
会
副
会
長
、
新
潟
県
市

町
村
林
政
振
興
協
議
会
副
会
長
、
山
村

振
興
連
盟
新
潟
県
副
支
部
長
、
新
潟
県

市
町
村
農
業
構
造
改
善
対
策
協
議
会
副

会
長
、
日
本
赤
十
字
本
社
評
議
員
。

農
村
総
合
整
備
事
業
推
進
協
議
会
委
員
、

総合開

発
計
画
審
議
会
委
員
。

【
前
歴
】
千
手
青
年
会
長
、
千
手
小
学

校
P
T
A
副
会
長
、
県
商
工
連
合
会
工

業
副
委
員
長
。

【
抱
負
】
①
交
通
安
全
対
策
の
推
進
、

②
商
工
業
、
特
に
大
型
店
対
策
の
推
進

③
モ
デ
ル
事
業
の
早
期
完
成
、
④
明
る

く
楽
し
い
町
づ
く
り
、
ス
ポ
ー
ツ
を
通

じ
て
の
体
力
づ
く
り
を
進
め
る
。
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【
当
選
の
抱
負
】

平野正義・前

（56歳・上町・金物商）

【
現
職
】
交
通
安
全
協
会
千
手
支
部
長
、

義会

就
任
の
ご
あ
い
さ
つ

町
長
根
津
正
三

　
こ
の
た
び
、
皆
々
様
の

温
か
い
ご
支
援
を
い
た
だ

き
、
決
意
を
新
た
に
し
て

四
度
目
の
町
長
に
就
任
す

る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　
総
選
挙
も
終
っ
て
、
八

十
年
代
に
お
け
る
国
政
の

進
展
が
大
き
く
期
待
さ
れ
る
と
き
で
あ
り
ま
す
。
市
町
村
行

政
も
国
政
の
第
一
線
に
あ
っ
て
、
住
民
に
直
結
す
る
末
端
行

政
を
担
当
す
る
国
政
発
展
の
基
盤
で
あ
り
ま
す
。
八
十
年
代

は
「
地
方
の
時
代
」
な
り
と
強
調
さ
れ
る
ゆ
え
ん
で
も
あ
ろ

う
と
存
じ
ま
す
。

　
私
も
今
日
ま
で
、
町
内
外
の
絶
大
な
る
ご
指
導
ご
協
力
の

丸
山
収
入
役
を
再
選

平
野
議
員
の
あ
い
さ
つ
が
行
わ
れ
、

議
員
の
議
席
の
指
定
、

　
町
長
選
、
町
議

補
選
後
の
初
の
議

会
が
、
先
月
三
十

一
日
に
開
か
れ
ま

し
た
。

　
会
期
一
日
の
こ

の
臨
時
議
会
は
、

冒
頭
に
根
津
町
長
、

　
　
　
　
　
　
同

　
常
任
委
員
の
選

任
の
の
ち
、
議
案
審
議
に
入
り
ま
し
た
。

　
こ
の
結
果
、
平
野
議
員
は
、
総
務
文

教
常
任
委
員
会
に
所
属
と
な
り
ま
し
た
。

　
審
議
さ
れ
た
も
の
は
、
◎
千
手
保
育

園
改
築
工
事
請
負
契
約
の
変
更
、
◎
収

入
役
の
選
任
に
つ
い
て
同
意
を
求
め
る

件
、
◎
橘
簡
易
水
道
拡
張
工
事
請
負
契

約
の
変
更
の
三
件
で
す
。

　
こ
の
う
ち
、
千
手
保
育
園
工
事
の
契

も
と
に
、
微
力
を
つ
く
し
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
地
域
社
会

の
変
ぼ
う
や
住
民
意
識
の
変
化
を
背
景
に
、
さ
ら
に
住
民
の

要
望
は
増
大
し
、
質
的
に
も
極
め
て
多
様
化
す
る
す
う
勢
を

ふ
ま
え
て
、
今
後
い
っ
そ
う
、
そ
の
責
任
の
大
き
さ
を
痛
感

す
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　
幸
い
に
も
本
年
は
、
三
全
総
に
対
応
し
た
総
合
開
発
計
画

第
一
二
次
五
か
年
計
画
発
足
の
年
に
あ
た
り
ま
す
。

　
町
民
を
代
表
さ
れ
る
各
界
の
方
々
に
よ
っ
て
、
慎
重
審
議

さ
れ
た
こ
の
計
画
を
指
針
と
し
て
、
過
疎
、
辺
地
、
山
村
豪

雪
地
帯
と
い
う
宿
命
に
う
ち
勝
っ
て
、
さ
ら
に
、
　
「
み
ん
な

で
話
合
っ
て
、
み
ん
な
で
つ
く
る
住
み
よ
い
町
」
を
モ
ッ
ト

ー
に
、
町
民
の
心
の
ふ
れ
合
い
を
大
切
に
し
、
若
者
が
喜
ん

で
住
み
つ
く
よ
う
な
町
づ
く
り
を
目
標
に
は
げ
み
た
い
と
存

じ
ま
す
。

　
こ
こ
に
、
新
し
い
任
期
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
過
去
の
経

験
を
ふ
ま
え
、
反
省
す
べ
き
は
反
省
し
、
初
心
を
忘
れ
ず
重

責
を
果
し
た
い
決
意
で
あ
り
ま
す
。

　
町
民
各
位
の
い
っ
そ
う
の
ご
支
援
を
心
か
ら
お
願
い
申
し

あ
げ
ま
す
。

再選された

　丸山収入役

約
変
更
は
、
正
面
外
壁
仕
上
げ
な
ど
に

つ
い
て
を
変
更
し
た
も
の
で
、
工
事
金

額
は
三
百
八
十
万
円
ほ
ど
増
額
、
町
長

専
決
の
う
え
工
事
が
進
め
ら
れ
て
い
た

も
の
で
す
。

　
ま
た
、
任
期
満
了
を
迎
え
る
収
入
役

の
選
任
に
つ
い
て
は
、
現
収
入
役
の
丸

山
精
二
郎
氏
を
再
選
す
る
こ
と
に
同
意

し
ま
し
た
。

　
丸
山
収
入
役
は
、
原
田
の
出
身
で
六

十
一
歳
、
橘
村
役
場
書
記
を
振
り
出
し

に
、
町
議
会
事
務
局
長
、
企
画
室
長
な

ど
を
経
て
、
去
る
四
十
六
年
か
ら
収
入

役
に
就
任
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
一
方
、
橘
簡
易
水
道
拡
張
工
事
の
契

約
変
更
は
、
配
水
池
付
近
の
配
管
工
事

の
増
及
び
浄
水
場
に
シ
ャ
ッ
タ
ー
の
取

り
付
け
な
ど
の
亦
董
を
し
た
も
の
で
、

工
事
金
額
は
百
三
十
一
万
円
の
増
と
な

り
ま
し
た
。
な
お
、
こ
の
簡
水
拡
張
に

つ
い
て
は
、
十
二
月
下
旬
に
は
試
験
通

水
が
行
わ
れ
る
見
通
し
で
す
。
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困
っ
た
と
き
は

人
権
擁
護
委
員
に
相
談
を

士
再
四
日
か

ら
十
日
ま
で
は

「
人
権
週
間
」
で

す
。
子
供
か
ら
お

と
な
ま
で
、
わ
た
し
た
ち
一
人
ひ
と
り

の
「
基
本
的
人
権
」
は
、
憲
法
に
よ
っ

て
保
障
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
と
こ
ろ
で
、
人
権
に
ま
つ
わ
る
ト
ラ

ブ
ル
は
、
家
庭
内
の
い
ざ
こ
ざ
を
始
め

う
わ
さ
の
流
布
に
よ
る
い
や
が
ら
せ
、

近
隣
騒
音
、
悪
臭
、
私
的
制
裁
の
問
題

な
ど
、
日
常
生
活
の
場
で
起
き
る
こ
と

が
多
い
の
で
す
。

　
そ
の
た
め
、
そ
れ
が
人
権
上
「
不
当
」

で
あ
る
と
わ
か
っ
て
も
、
は
っ
き
り

「
違
法
」
で
あ
る
と
い
え
な
い
よ
う
な

判
断
の
つ
き
か
ね
る
ケ
ー
ス
が
多
い
こ

と
も
事
実
で
す
。

　
と
い
っ
て
、
そ
の
ま
ま
放
置
し
て
お

い
て
、
重
大
な
事
態
に
な
っ
て
か
ら
で

は
不
幸
な
結
果
を
招
き
が
ち
で
す
。

　
こ
の
よ
う
な
人
権
問
題
を
早
期
に
解

ご
存
知
で
す
か
？

　
　
　
児
童
扶
養
手
当

　
父
と
生
計
を
同
じ
く
し
て
い
な
い
児

童
を
養
育
さ
れ
て
い
る
方
に
支
給
さ
れ

る
「
児
童
扶
養
手
当
」
を
ご
存
知
で
し

ょ
う
か
。

◆
手
当
て
の
対
象
者
は

1
父
母
が
婚
姻
を
解
消
し
た
児
童

2
父
が
死
亡
し
た
児
童

3
父
が
法
に
定
め
ら
れ
た
障
害
の
状
態

　
に
あ
る
児
童

4
父
が
生
死
不
明
、
遺
棄
、
拘
禁
（
一

　
年
以
上
）
さ
れ
て
い
る
児
童

5
未
婚
の
母
の
児
童
で
父
が
い
な
い

決
し
、
被
害
者
を
救
済
す
る
た
め
に
設

け
ら
れ
て
い
る
の
が
、
人
権
擁
護
委
員

制
度
で
す
。

　
ふ
だ
ん
の
生
活
で
、
こ
れ
は
人
権
問

題
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
と
感
じ
た
り
、

法
律
上
ど
の
よ
う
に
な
る
の
か
わ
か
ら

な
く
て
お
悩
み
の
方
は
、
気
軽
に
人
権

擁
護
委
員
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
町
内
で
は
、
小
根
岸
の
小
海
八
太
郎

さ
ん
、
仁
田
の
須
藤
茂
一
さ
ん
の
お
二

人
が
、
法
務
大
臣
か
ら
人
権
擁
護
委
員

と
し
て
の
委
嘱
を
受
け
て
い
ま
す
。

　
相
談
は
無
料
で
、
む
ず
か
し
い
手
続

き
も
い
り
ま
せ
ん
し
、
相
談
内
容
に
つ

い
て
は
か
た
く
秘
密
を
守
り
ま
す
か
ら

心
配
は
い
り
ま
せ
ん
。

　
た
だ
し
、
受
給
者
及
び
児
童
が
公
的

年
金
（
障
害
・
老
齢
福
祉
年
金
を
除

く
）
を
受
け
て
い
る
と
き
等
は
除
か
れ

ま
す
。
◆
手
当
支
給
額
は

　
手
当
の
支
給
額
は
、
児
童
一
人
の
場

合
二
万
六
千
円
、
二
人
の
場
合
二
万
八

千
円
、
三
人
以
上
の
場
合
は
一
人
増
す

ご
と
に
四
百
円
（
い
ず
れ
も
月
額
）
加

算
さ
れ
ま
す
。
い
ず
れ
も
十
二
月
・
四

月
・
八
月
に
前
月
ま
で
の
四
か
月
分
が

支
払
わ
れ
ま
す
。

　
　
（
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，
（
ぐ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

　
こ
の
手
当
に
は
、
所
得
に
よ
る
支
給

制
限
が
あ
り
、
児
童
の
養
育
者
の
収
入

が
一
定
額
以
上
で
あ
る
と
き
は
支
給
さ

れ
ま
せ
ん
。
詳
し
く
は
、
役
場
の
年
金

係
ま
で
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

ξ
キ
写
ん
　
　
　
　
　
　
弘
－
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‘
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D

　
　
　
出
か
せ
ぎ
さ
れ
る
皆
さ
ん
へ

ね
　
　
　
1
年
金
係
か
ら
ー

　
ま
も
な
く
出
か
せ
ぎ
に
お
出
か
け

の
皆
さ
ん
〃
国
民
年
金
係
か
ら
年
金

に
つ
い
て
三
つ
の
お
願
い
が
あ
り
ま

す
。

　
　
簗
籔
藩

　
年
金
手
帳
は
忘
れ
ず
に

　
　
　
　
持
参
し
ま
し
ょ
う

　
出
か
せ
ぎ
先
の
職
場
に
着
い
た
ら
、

そ
こ
の
労
務
担
当
者
に
「
年
金
手
帳

を
必
ず
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
初
め
て
厚
生
年
金
に
加
入

す
る
人
は
、
あ
な
た
の
年
金
手
帳
に

「
厚
生
年
金
の
記
号
番
号
と
加
入
年

月
日
」
を
記
入
し
て
も
ら
っ
て
く
だ

さ
い
。

　
ま
た
、
職
場
を
や
め
た
と
き
は
、

年
金
手
帳
に
あ
る
記
録
欄
に
、
勤
務

し
た
事
業
所
名
と
そ
の
所
在
地
な
ら

び
に
喪
失
年
月
日
を
、
忘
れ
ず
に
メ

モ
い
た
し
ま
し
ょ
う
。
厚
生
年
金
に

再
び
加
入
す
る
人
も
事
業
所
名
、
所

在
地
、
加
入
年
月
日
、
喪
失
年
月
日

を
し
っ
か
り
と
記
録
し
て
お
い
て
く

だ
さ
い
。

　
あ
な
た
が
出
か
せ
ぎ
し
て
厚
生
年

金
に
加
入
し
た
期
間
は
、
国
民
年
金

の
加
入
期
間
と
合
算
し
て
、
将
来
、

「
通
算
年
金
」
と
し
て
受
け
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。

　
　
鍵
磯
塗

　
国
民
年
金
の
届
は

　
　
　
そ
の
つ
ど
速
や
か
に

　
出
か
せ
ぎ
先
の
職
場
で
厚
生
年
金

に
加
入
し
た
と
き
は
「
国
民
年
金
の

喪
失
届
」
を
、
ま
た
、
出
か
せ
ぎ
先

か
ら
戻
っ
た
と
き
に
は
、
　
「
国
民
年

金
の
加
入
届
」
を
、
そ
の
つ
ど
速
や

か
に
手
続
き
を
い
た
し
ま
し
ょ
う
。

　
　
灘
顯
纏

保
険
料
も

　
　
忘
れ
ず
に
掛
け
ま
し
ょ
う

　
国
民
年
金
の
保
険
料
を
掛
け
忘
れ

て
い
る
と
、
年
金
が
受
け
ら
れ
な
い

こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
、
出
か
せ
ぎ

前
の
保
険
料
は
出
発
前
に
掛
け
終
る

よ
う
に
い
た
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、

「
年
金
手
帳
」
は
、
あ
な
た
の
年
金

歴
の
証
人
と
も
い
え
る
も
の
で
す
か

ら
、
大
切
に
保
管
い
た
し
ま
し
ょ
う
。
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十
一
月
か
ら
三
月
に
か
け
て
の
冬
場

は
、
石
油
ス
ト
ー
ブ
な
ど
の
暖
房
器
具

を
使
う
こ
と
か
ら
、
一
年
の
う
ち
で
も

最
も
火
災
の
多
い
季
節
で
す
。

　
火
災
の
原
因
を
み
ま
す
と
、
暖
房
器

具
の
中
で
一
番
多
い
の
は
、
な
ん
と
い

っ
て
も
石
油
ス
ト
ー
ブ
で
す
。

　
昭
和
五
十
三
年
の
統
計
で
は
、
ス
ト

ー
ブ
に
よ
る
火
災
二
千
七
百
六
十
六
件

（
全
国
）
の
う
ち
、
七
五
パ
ー
セ
ン
ト

に
あ
た
る
も
の
が
石
油
ス
ト
ー
ブ
に
よ

る
も
の
で
す
。

　
暖
を
と
る
に
、
最
も
手
軽
な
の
が
石

油
ス
ト
ー
ブ
で
す
が
、
ち
ょ
っ
と
ま
ち

が
う
と
大
変
な
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
石
油
ス
ト
ー
ブ
の
安
全
な
取
り
扱
い

方
と
、
火
を
消
す
た
め
の
“
一
二
つ
の
基

本
”
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
し
た
。

“
仲
た
が
い
”
で
火
は
消
え
る

火
の
三
要
素

　
火
が
出
る
ー
も
の
が
燃
え
る
た
め

に
は
、
「
燃
え
る
も
の
」
と
亮
碁
凧
（
酸

素
）
」
と
「
熱
」
が
必
要
で
す
。

　
こ
れ
は
、
い
わ
ば
“
火
の
三
要
素
”

と
い
え
る
も
の
で
、
こ
の
う
ち
、
ど
れ

か
一
つ
で
も
欠
け
る
と
、
物
は
燃
え
ま

せ
ん
。

　
つ
ま
り
火
を
消
す
と
い
う
こ
と
は
、

こ
の
“
燃
え
る
三
要
素
”
の
ど
れ
か
一

つ
を
取
り
除
く
、
あ
る
い
は
、
し
ゃ
断

し
て
や
れ
ば
よ
い
と
い
う
こ
と
で
す
。

　
わ
た
し
た
ち
は
、
ふ
だ
ん
家
庭
の
台

所
な
ど
で
、
毎
日
火
を
つ
け
た
り
消
し

た
り
し
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
“
点

火
”
と
“
消
火
”
の
し
く
み
は
、
別
の

い
い
方
を
す
れ
ば
、
燃
え
る
三
要
素
を

組
み
合
わ
せ
た
り
、
　
“
仲
た
が
い
”
さ

せ
た
り
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
の
で
す
。

消
火
の
コ
ツ
も
こ
こ
に
あ
り
ま
す
。

　
消
火
の
方
法
は
、
こ
の
燃
え
る
三
要

素
に
見
合
っ
た
三
つ
の
形
が
考
え
ら
れ

ま
す
。
つ
ま
り
、
三
要
素
の
ど
れ
か
一

つ
を
初
期
の
段
階
で
“
仲
た
が
い
”
さ

せ
る
の
で
す
。

燃
え
る
物
を
取
り
除
く除
去
消
火

例
と
し
て
は
、
ガ
ス
火
災
の
と
き
な

死亡事故ゼロ

　　　200日を達成〃
事故撲滅、さらに強力に

　
県
内
で
は
、
九
月
下
旬
か
ら
交
通
事
故
に
よ
る
死
亡
者

が
続
発
し
て
い
ま
す
。

　
幸
い
、
川
西
町
で
は
死
亡
事
故
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
し

か
し
、
大
き
な
事
故
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

　
ド
ラ
イ
バ
ー
の
皆
さ
ん
、
飲
酒
運
転
は
絶
対
し
な
い
。

疲
れ
た
り
ね
む
く
な
っ
た
ら
必
ず
休
む
。
交
差
点
で
は
必

ず
徐
行
し
、
一
時
停
止
は
確
実
に
守
る
。
無
理
な
追
越
し

と
ス
ピ
ー
ド
の
出
し
過
ぎ
は
絶
対
し
な
い
、
こ
と
を
心
が

け
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
家
庭
で
は
、
タ
方
か
ら
夜
間
の
外
出
に
は
、
と

く
に
交
通
事
故
に
気
を
つ
け
る
。
小
さ
な
子
供
の
一
人
歩

き
は
さ
せ
な
い
。
自
転
車
の
正
し
い
乗
り
方
を
注
意
し
合

う
。
主
婦
を
中
心
に
、
外
出
に
は
必
ず
、
交
通
事
故
に
注

意
す
る
よ
う
声
を
か
け
合
う
、
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　
日
ま
し
に
日
没
時
間
が
早
く
な
り
、
雨
降
り
に
は
と
く

に
視
界
が
悪
く
な
り
ま
す
。
反
射
材
を
使
う
と
運
転
者
に

も
よ
く
わ
か
り
、
自
分
を
守
る
こ
と
に
も
な
り
ま
す
。

　
町
で
は
、
死
亡
事
故
ゼ
ロ
の
日
が
、
先
月
二
十
五
日
で

二
百
日
と
な
り
ま
し
た
。
事
故
を
起
さ
な
い
よ
う
、
事
故

に
合
わ
な
い
よ
う
、
み
ん
な
で
注
意
い
た
し
ま
し
ょ
う
。

仙
田
駐
在
に

　
　
県
警
の
パ
ト
カ
ー

　
　
安
協
に
指
導
車
も
配
備

漏糞

響

　
こ
の
ほ
ど
、
十
日
町
警
察
署
仙
田
駐

在
所
に
、
県
警
か
ら
パ
ト
ロ
ー
ル
カ
ー

が
配
備
さ
れ
ま
し
た
。

　
車
種
は
マ
ツ
ダ
フ
ァ
ミ
リ
ア
で
千
三

百
㏄
、
町
内
の
パ
ト
ロ
ー
ル
に
活
用
さ

れ
る
ほ
か
、
パ
レ
ー
ド
な
ど
へ
の
幅
広

い
利
用
が
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
交
通
安
全
協
会
仙
田
支
部
に
、
町
交

通
安
全
指
導
車
を
配
車
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
に
よ
り
、
町
内
に
は
三
台
の
指

導
車
が
誕
生
し
た
わ
け
で
、
前
記
の
パ

ト
カ
ー
同
様
、
広
範
囲
の
利
用
が
期
待

さ
れ
て
い
ま
す
。
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ど
元
せ
ん
を
閉
め
て
“
火
元
”
を
断
っ

た
り
、
山
火
事
の
と
き
、
周
囲
の
木
を

切
っ
て
延
焼
を
防
ぐ
場
合
な
ど
が
あ
り

ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
諜

　
燃
え
う
つ
れ
な
い

空
気
（
酸
素
）

り
、
う
っ
か
り
長
話
に
な
っ
て
戻
っ
て

み
る
と
、
な
べ
に
火
が
は
い
っ
て
い
る

ー
こ
ん
な
と
き
と
っ
さ
に
、
な
べ
に

フ
タ
を
す
る
と
酸
素
が
断
た
れ
、
火
は

消
え
ま
す
。

　
ま
た
、
倒
れ
た
石
油
ス
ト
ー
ブ
が
燃

え
だ
し
た
と
き
は
、
シ
ー
ツ
な
ど
を
水

に
ぬ
ら
し
て
か
ぶ
せ
る
と
消
す
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
消
火
方
法
が
窒
息
消
火

で
す
。

を
断
つ

窒
息
消
火

天
ぷ
ら
を
あ
げ
て
い
て
電
話
が
か
か

鍮
甲勲

熱
を
下
げ
て
消
す冷
却
消
火

　
火
事
と
聞
い
た
ら
、
ま
ず
「
水
！
」

と
反
射
的
に
ピ
ン
と
く
る
ほ
ど
、
水
は

冷
却
消
火
の
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
で
す
。

　
ま
た
、
天
ぷ
ら
な
べ
に
火
が
は
い
っ

た
と
き
な
ど
、
手
近
に
あ
る
野
菜
を
入

れ
る
の
も
、
冷
却
消
火
の
一
つ
の
方
法

で
す
。

　
　
こ
わ

　
　
ば
い

　
　
た
と

　
　
は
る

　
　
ー
よ

　
、
肱
に
　
。

で
の
ら
す

計
因
が
ま

統
原
い
い

国
災
す
て

全
火
の
れ

　
町
内
で
、
過
去
五
年
間
に
発
生
し
た

火
災
件
数
は
次
の
と
お
り
で
す
。

昭
和
四
十
九
年

〃
五
十
年

〃
五
十
一
年

〃
五
士
一
件

〃
五
士
一
年

四四一五八

件件件件件

　
こ
れ
は
、
住
宅
、
山
火
事
な
ど
す
べ

て
を
含
ん
だ
も
の
で
す
が
、
と
く
に
、

冬
場
、
春
先
き
に
集
中
し
て
い
る
こ
と

を
お
忘
れ
な
い
よ
う
に
。

　
ま
た
、
原
因
別
に
は
、
石
油
ス
ト
ー

ブ
、
た
ば
こ
の
す
い
が
ら
、
石
油
風
呂

が
ま
な
ど
の
取
り
扱
い
の
不
注
意
が
主

な
も
の
で
す
。

注
意

し
た
い
こ
と

◎
反
射
・
対
流
式
ス
ト
ー
ブ
で
の
干
し

物
に
よ
る
火
災
。

　
ス
ト
ー
ブ
の
上
で
物
を
干
す
の
は
や

め
ま
し
ょ
う
。
や
む
を
得
ず
干
す
と
き

は
、
ス
ト
ー
ブ
の
そ
ば
か
ら
絶
対
に
離

れ
な
い
で
く
だ
さ
い
。
離
れ
る
と
き
は
、

必
ず
消
し
て
か
ら
に
し
ま
し
ょ
う
。

◎
石
油
風
呂
が
ま
の
異
状
燃
焼
に
よ
る

火
災
。
芯
上
下
式
の
石
油
風
呂
が
ま
は
、
点

火
し
た
ら
と
き
ど
き
具
合
を
み
て
く
だ

さ
い
。
ま
た
、
で
き
る
だ
け
近
く
に
い

て
く
だ
さ
い
。
掃
除
し
た
と
き
は
燃
焼

具
合
を
確
か
め
ま
し
ょ
う
。

◎
ガ
ス
コ
ン
ロ
に
点
火
し
た
ま
ま
用
事

に
出
た
り
、
玄
関
で
の
長
話
、
長
電
話

は
や
め
ま
し
ょ
う
。

◎
豆
タ
ン
ゴ
タ
ツ
の
取
り
灰
は
、
燃
え

な
い
入
れ
物
に
捨
て
ま
し
ょ
う
。

　
た
ば
こ
の
火
災
も
多
く
発
生
し
て
い

ま
す
。
寝
た
ば
こ
、
吸
が
ら
に
十
分
注

意
し
ま
し
ょ
う
。

　
“
こ
れ
く
ら
い
と
思
う
油
断
を
火
が

ね
ら
う
”
、
あ
な
た
の
お
宅
で
も
、
も

う
一
度
火
の
元
の
点
検
を
〃

げ舞
　　　　　。団。ニレ㍗
　　．・・ぎ携：・∴・ン』：3：P！
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来
月
か
ら
冬
期
収
集
に

　
　
　
燃
え
な
い
も
の
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
倉
ま
で

　
来
月
一
日
か
ら
、
ご
み
収
集
日
が
冬

期
間
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
と
な
り
ま
す
。

　
別
に
、
収
集
日
、
収
集
区
域
を
記
載

し
た
計
画
表
を
配
布
し
ま
す
の
で
、
ま

ち
が
い
の
な
い
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　
な
お
、
燃
え
な
い
ゴ
ミ
の
処
理
は
、

こ
の
冬
か
ら
大
倉
の
埋
立
地
を
利
用
し

て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
工
場
や
商
店
な
ど
で
、
多
量
に
出
さ

れ
る
場
合
は
、
各
自
で
大
倉
ま
で
運
搬

し
て
く
だ
さ
い
。
そ
の
ほ
か
、
ご
み
出

し
の
注
意
点
は
次
の
よ
う
な
こ
と
で
す
。

一
、
年
末
は
十
二
月
二
十
九
日
ま
で
収
集
、

　
年
始
は
一
月
四
日
か
ら
で
す
。

二
、
ご
み
の
持
ち
出
し
は
、
朝
八
時
三
十

　
分
ま
で
に
お
願
い
し
ま
す
。
前
日
や

　
夜
間
及
び
収
集
後
に
は
出
さ
な
い
よ

　　　　　　　．甲。，σ・’※『』
　　　・・呂浄ゼ＝‘二‘｝？’‘二も

　硫・；㍑，…q・●廻ニシfぢ’・ひ
題：・9『31？：で葦P2㌔

？；P♪iド：？．●∂6一

　
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

三
、
収
集
日
が
祝
日
の
と
き
は
次
回
お
く

　
り
と
な
り
ま
す
。

四
、
工
場
、
商
店
等
で
多
量
に
出
す
と
き

　
は
、
自
分
で
運
搬
し
て
く
だ
さ
い
。

　
燃
え
る
ご
み
1
焼
却
場

　
燃
え
な
い
ご
み
ー
大
倉
埋
立
地

五
、
廃
タ
イ
ヤ
、
廃
油
、
マ
ル
チ
な
ど
は

　
処
理
で
き
ま
せ
ん
。

六
、
角
材
等
の
大
型
ご
み
は
、
長
さ
一
メ

　
ー
ト
ル
、
重
さ
十
キ
ロ
以
内
に
し
て

　
出
し
て
く
だ
さ
い
。

七
、
残
菜
、
残
飯
等
水
分
の
多
い
も
の
は

　
紙
く
ず
な
ど
を
混
ぜ
、
水
切
り
を
よ

　
く
し
て
く
だ
さ
い
。

八
、
燃
え
る
ご
み
、
燃
え
な
い
ご
み
の
区

　
別
を
忘
れ
ず
に
お
願
い
し
ま
す
。

、NNNN

NNN、

NNN

NN

NNN

東
北
電
力
か
ら

防
犯
灯
の
寄
贈

　
東
北
電
力
株
式
会
社
十
日
町
営
業
所
か
ら
、

町
に
防
犯
灯
三
灯
の
寄
贈
が
あ
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
ら
は
、
中
島
町
及
び
栄
町
に
取
り
付

け
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
同
所
か
ら
は
、
毎
年
防
犯
灯
の
寄

贈
を
受
け
、
町
内
の
保
安
に
ご
協
力
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。

ρ停叛励♂
・11．月16日（金）／午前8時～正午

まで、中仙田の一部・赤谷・大倉

・大白倉・小白倉．

・11月16日（金）／午後1時～午後

4時30分まで、中仙田の一部・室

島・藤沢・平見．
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轍

き
灘
灘
麟

　
縣
蕪
鞘
鼻

　
難
霧

灘

闘㈱　雛蕪
鐘

与、鷺竈㌧，鵠、

　　　　　　　　　　にの

鷲灘鷲．灘

麟
『
麟
．

　
　
購
簸

謹
　
　
灘

灘
灘
　
　
　
　
　
　
蝶

▲　ミ森林是宝モ10・12、林分改良事業発祥の地に

記念碑が建てられ、関係者の見守る中で除幕式が

行われました。

難

▲第1回老人運動会…・一10・28町内の老人たちが一堂に会

し、初の運動会が催されました。豆ひろいやら玉送り、スプーン

レースなどの競技に珍ゲームも続出、終日なごやかな歓声があが

っていました。

▲上野の児玉良さんが、めずらしいキノコをとったと連絡

してくれました。董まわりはおとなの腕大、カサは直径25

センチもある大キノコ。　ミほんしめじモといってとてもお

いしいものだったとか。

　
　
　
　
　
　
　
生
き
灘
雛
籔
雛
継

私
た
ち
が
豊
か
な
生
活
を
お
く
り
、
住
み
よ
い
町
を
つ

く
る
た
め
に
、
税
金
は
い
ろ
い
ろ
な
と
こ
ろ
で
使
わ
れ
て

い
ま
す
。
社
会
福
祉
、
公
立
学
校
の
建
設
、
道
路
、
住
宅
、

そ
し
て
下
水
道
や
ゴ
ミ
の
処
理
な
ど
な
ど
l
l

　
こ
の
よ
う
に
幅
広
い
分
野
で
役
立
っ
て
い
る
税
金
は
、

私
た
ち
が
安
定
し
た
生
活
を
望
む
と
き
、
社
会
の
一
員
と

し
て
負
担
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
“
会
費
”
と
い
え
る
で

し
ょ
う
。

　
今
月
十
一
日
か
ら
十
七
日
は
「
税
を
知
る
週
間
」
で
す
。

こ
の
機
会
に
、
税
金
と
わ
た
し
た
ち
の
暮
し
に
つ
い
て
考

え
て
み
ま
し
ょ
う
。

　
暮
し
の
中
で
生
き
て
い
る
税
金
。
で
は
、
具
体
的
に
ど
の
よ
う
に

使
わ
れ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。
私
た
ち
の
生
活
に
関
係
の
深
い
教

育
費
に
つ
い
て
み
て
み
ま
し
ょ
う
。

　
公
立
学
校
の
生
徒
一
人
に
使
わ
れ
て
い
る
税
金
は
、
小
学
生
で
三

十
六
万
円
、
中
学
王
で
四
十
一
万
円
、
高
校
生
で
四
十
八
万
円
（
い

ず
れ
も
昭
和
五
十
二
年
度
）
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
に
対
し
、
私
た
ち
が
一
年
間
に
納
め
る
税
金
は
と
い
う
と
、

夫
婦
と
子
供
二
人
の
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
家
庭
で
、
年
間
収
入
が
三
百
万

円
の
場
合
、
所
得
税
（
国
税
）
と
住
民
税
（
地
方
税
）
合
わ
せ
て
約

十
二
万
円
と
な
り
ま
す
。

　
こ
の
ほ
か
に
、
酒
税
と
か
、
物
品
税
な
ど
も
あ
り
ま
す
が
ら
、
単

純
に
比
較
は
で
き
ま
せ
ん
が
、
こ
れ
だ
け
み
て
も
、
か
な
り
の
額
が

私
た
ち
の
身
の
ま
わ
り
に
還
元
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
す
。

　
そ
の
ほ
か
に
も
、
道
路
の
建
設
や
下
水
道
の
整
備
、
ゴ
ミ
の
処
理

な
ど
と
、
生
活
の
あ
ら
ゆ
る
方
面
に
活
用
さ
れ
て
い
る
の
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
●
む

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
●

・書・｛・・：・・‘・・網・・：・・：・

　
あ
な
た
も
税
務
署
を
た
ず
ね
て
み
ま
せ
ん
か
。
と
く
に
、

税
を
知
る
週
間
中
は
、
税
の
こ
と
な
ら
何
で
も
相
談
に
応

じ
て
く
れ
ま
す
。
気
軽
に
ど
う
ぞ
。

‘・・：・・器・・ε・・こ・｛髄こ・・5
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麟鐘響

▲初の試みであるミ郷土芸能発表会ミが、去

る3日に行われました。この日は、天神ばや

しを始めかべぬりおけさなど14種目を熱演。

センター会場いっぱいの観客から拍手をあび

ていました。

灘

▲N　H　Kの視聴者懇談会

　テレビ・ラジオの番組内容や苦情、意見

などを話合うN　H　K視聴者懇談会が、去る

2日総合体育館で行われました。

参加者は町内の青年・婦人など20人、日ご

ろ親しみ深い放送だけに活発な意見が出さ

れました。

　
　
　
　
　
り
　
　
　
　
　
　
　
　
じ
の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
じ
　
の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
　
　
　
　
　
　
　
ロ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
十
五
歳
未
満
　
　
千
　
円
　
　
　
．
・
●

加
入
ロ
数
の
加
算
も

　
　
　
　
の

　
　
　
　
正
心
身
障
虫
暑
扶
養
共
済
制
度

　
　
　
　
改

　
心
身
障
害
者
を
扶
養
す
る
保
護
者
の

方
々
の
、
大
き
な
不
安
の
一
つ
と
し
て
、

自
分
の
死
後
、
残
さ
れ
た
障
害
者
が
生

涯
に
わ
た
り
、
幸
せ
な
生
活
を
お
く
る

こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
か
、
と
い
う
こ

と
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
こ
ん
な
不
安
を
、
少
し
で
も
や
わ
ら

げ
よ
う
と
、
“
心
身
障
宝
暑
扶
養
共
済

制
度
”
と
い
う
の
が
、
十
年
ほ
ど
前
か

ら
つ
く
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
制
度
が
こ
の
ほ
ど
一
部
改
正
さ

れ
、
加
入
者
年
齢
の
緩
和
や
加
入
口
数

等
の
加
算
が
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
り
、

内
容
が
い
っ
そ
う
充
実
し
ま
し
た
。

囹
制
度
の
し
く
み

　
こ
の
制
度
は
、
加
入
さ
れ
た
保
護
者

の
方
々
か
ら
、
毎
月
納
入
さ
れ
る
掛
金

を
財
源
と
し
て
、
加
入
者
に
万
一
の
こ

と
が
あ
っ
た
場
合
、
障
害
者
に
毎
月
年

金
を
支
給
し
よ
う
と
い
う
も
の
で
す
。

囹
加
入
要
件

　
精
神
薄
弱
者
及
び
一
～
三
級
ま
で
の

身
体
障
害
者
を
扶
養
す
る
人
で
、
次
の

人
が
加
入
の
条
件
で
す
。

qD
心
身
障
害
者
の
保
護
者
で
あ
る
こ
と
。

ω
県
内
に
住
所
を
有
す
る
こ
と
。

⑬
年
齢
が
六
十
五
歳
未
満
の
人
。

㈲
特
別
の
疾
病
や
障
害
が
な
い
人
。

囹
掛
　
　
金

　
（
加
入
者
の
年
齢
）
　
（
掛
金
月
額
）

　
　
三
十
五
歳
以
上
四
十
五
歳
未
満

　
　
　
　
　
　
　
　
　
壬
二
百
円

　
　
四
十
五
歳
以
上
　
　
千
五
百
円

　
な
お
、
こ
れ
を
一
口
と
し
、
も
う
一

口
加
入
で
き
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

二
口
目
の
加
入
は
任
意
で
、
掛
金
額
は

前
記
よ
り
若
干
増
額
と
な
り
ま
す
。

囹
年
　
　
金

　
加
入
者
が
死
亡
し
、
ま
た
は
廃
疾
に

な
っ
た
と
き
は
、
そ
の
月
か
ら
障
害
者

に
毎
月
二
万
円
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
二
口
加
入
の
人
は
、
四
万
円

の
支
給
と
な
り
ま
す
。

囹
弔
慰
金

　
不
幸
に
し
て
、
加
入
者
よ
り
も
先
に

障
害
者
が
死
亡
し
た
と
き
は
、
弔
慰
金

と
し
て
二
万
円
（
二
口
加
入
者
は
四
万

円
）
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

　
な
お
、
細
か
い
点
に
つ
い
て
は
、
社

会
課
ま
で
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●●
．．．．．．．．．．．．．．．．．．．…●●

圭目

に
親
し
み
ま
し
ょ
う

士
殉
壱
δ
　
親
子
文
庫
も
好
評
で
す

▲
深
ま
り
ゆ
く
秋
に
読
書
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　
図
書
一
冊
運
動
も
、
こ
れ
ま
で
に
四
百
三
十
冊
の
ご
協
力
を
い
た

だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
寄
贈
図
書
は
、
総
合
セ
ン
タ

ー
及
び
橘
出
張
所
に
そ
れ
ぞ
れ
陳
列
し
、
大
勢
の
人
た
ち
か
ら
利
用

さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
総
合
セ
ン
タ
ー
に
あ
る
図
書
室
も
、
新
刊

を
購
入
し
て
皆
さ
ん
の
利
用
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

▲
公
民
館
活
動
の
一
つ
と
し
て
、
今
年
度
「
へ
き
地
過
疎
地
域
親
子

文
庫
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。
対
象
地
域
は
今
の
と
こ
ろ
、
白
倉
・
高

倉
部
落
で
す
が
、
月
二
回
の
巡
回
が
と
て
も
好
評
を
得
て
い
ま
す
。

　
と
く
に
、
親
子
と
も
ど
も
読
書
に
親
し
ん
で
い
た
だ
く
こ
と
が
ね

ら
い
の
こ
の
事
業
は
、
公
民
館
職
員
の
手
に
よ
っ
て
、
総
合
セ
ン
タ

ー
内
の
図
書
を
運
び
貸
し
出
し
、
回
収
を
す
る
も
の
で
、
子
供
た
ち

に
は
大
変
な
人
気
で
す
。

　
で
き
た
ら
、
専
用
の
自
動
車
を
購
入
し
て
、
移
動
文
庫
を
続
け
た

い
と
、
公
民
館
で
は
は
り
き
っ
て
い
る
の
で
す
が
…
…
…
…
…
。

　
静
か
な
秋
の
夜
長
に
、
あ
な
た
も
読
書
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

▲総合センターに並ぶ寄贈図書

▲子供たちが待ちこがれている親子文庫

　（高倉小で）
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叢鰹羅繋o護襲銅㌶訪蝦雛羅墾 ※
母
ト
ラ
さ
ん
が
亡
く
な
ら

れ
た
上
村
達
平
さ
ん
（
上
野
）

か
ら
二
万
円
。

※
父
耕
平
さ
ん
が
亡
く
な
ら

れ
た
上
村
久
平
さ
ん
（
木
島

町
）
か
ら
五
万
円
。

※
川
西
町
連
合
婦
人
会
（
会

長
・
半
田
リ
ト
）
か
ら
、
町

内
婦
人
会
に
呼
び
か
け
た
一

円
玉
募
金
の
成
果
、
七
万
一

千
八
百
二
十
円
を
い
た
だ
き

．
．
動
瑛
∵
霊
・

織墜懸

う
ら
や
ま
し
い
限
り

　
　
　
着
々
進
む
町
づ
く
り

ま
し
た
。

次
の
善
意
が
社
会
福
祉
協
議
会
に
寄

せ
ら
れ
ま
し
た
。

※
上
野
の
小
海
貞
二
さ
ん
か
ら
、
消
防

活
動
の
一
助
に
と
二
万
円
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。
消
防
団
退
職
報
償
金
の
一
部

を
寄
贈
し
て
く
れ
た
も
の
で
す
。

※
交
通
安
全
協
会
千
手
支
部
か
ら
、
先

月
行
っ
た
チ
ャ
リ
テ
ィ
シ
ョ
ー
の
収
益

金
二
万
円
を
、
交
通
安
全
施
設
の
拡
充

に
ご
寄
付
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
『
壌
鯵
、
欝
…
．
．

・
出
身
　
中
央
町

・
離
町
　
昭
和
4
5
年

相
模
原
市
酒
井
信
四
郎
さ
ん
（
七
十
歳
）

の
慎
重
な
計
画
と
、
実
行
力
に
加
え

て
、
町
会
議
員
諸
賢
の
ご
協
力
並
び

に
、
町
民
各
位
の
声
援
の
た
ま
も
の

で
あ
り
、
ま
こ
と
に
敬
服
の
次
第
で

あ
り
ま
す
。

　
在
町
当
時
は
、
故
中
村
町
長
さ
ん

及
び
各
位
の
ご
厚
意
で
、
局
舎
新
築

用
地
の
寄
贈
を
い
た
だ
い
た
り
、
若

ノ
窪
か
ら
田
代
部
落
に
通
ず
る
道
路

の
改
修
を
い
た
だ
い
た
り
（
そ
の
後

田
代
部
落
は
無
く
な
っ
た
と
か
3

い
ろ
い
ろ
お
世
話
に
な
り
、
ま
た
、

い
く
度
か
町
起
債
の
お
手
伝
い
を
し

た
こ
と
な
ど
、
思
い
出
の
数
々
で
あ

り
ま
す
。

　
当
相
模
原
市
は
、
首
都
圏
と
し
て

人
口
急
増
地
帯
で
、
現
在
四
十
二
万

人
を
超
え
、
こ
の
十
年
間
で
十
万
人

以
上
増
加
し
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
土
地
の
風
潮
や
諸
施
設

は
む
し
ろ
御
地
よ
り
お
く
れ
て
お
り
、

人
口
急
増
で
義
務
教
育
施
設
等
に
お

わ
れ
、
思
う
よ
う
に
ゆ
か
ぬ
と
市
長

は
こ
ぼ
し
て
い
ま
す
。

　
御
地
も
こ
れ
か
ら
、
い
よ
い
よ
寒

い
冬
を
迎
え
る
こ
と
に
な
り
ま
す
ね
。

　
皆
様
の
ご
健
勝
を
お
祈
り
い
た
し

ま
す
。

黄
協　　　　　　　　　　　　　　　．簸　　　　　　　　　　　　藁　　　　　　　　繍●　　　　　ざ　妻　　　　　学　　’繍墜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
づ
の

わ
し
の
　
　
　
軸
．

　
　
　
　
　
　
自
慢
鯨

畿
難
曇
諺
壕
裳
聯
簿
慧
慨
転
㍗
響

　
物
好
き
で
骨
と
う
品
集
め
を
唯
一
の

趣
昧
に
し
て
い
る
、
中
仙
田
の
高
野
さ

ん
を
た
ず
ね
て
み
た
。

　
心
や
す
く
案
内
さ
れ
た
部
屋
に
入
ろ

う
と
し
て
一
瞬
ギ
ク
ッ
と
き
も
を
冷
や

す
。
部
屋
の
む
こ
う
側
か
ら
、
ヨ
ロ
イ

・
カ
ブ
ト
の
異
様
な
姿
が
二
体
、
キ
ッ

と
こ
ち
ら
を
に
ら
み
つ
け
て
い
る
の
だ
。

恐
る
恐
る
な
が
め
ま
わ
す
と
、
か
つ
て

戦
国
の
昔
重
宝
し
た
で
あ
ろ

う
火
ナ
ワ
銃
を
始
め
ヤ
リ
、

弓
、
矢
、
刀
な
ど
が
所
せ
ま

し
と
並
ぶ
。
小
さ
な
物
は
、

ち
ょ
う
ち
ん
、
ズ
ッ
キ
レ
に

至
る
ま
で
。

　
「
い
や
ー
、
オ
レ
が
物
好

き
で
の
オ
。
自
分
で
集
め
た

物
も
あ
る
し
、
引
っ
越
し
の

と
き
出
て
き
た
品
も
あ
る
し

…
…
…
正
直
い
う
と
借
り
物

も
あ
る
が
ん
だ
が
ネ
ェ
。
ホ

レ
、
こ
の
タ
ン
ス
が
そ
う
、

刀
ダ
ン
ス
て
が
ん
で
、

し
い
物
な
ん
だ
が
、

ら
、

ネ
ェ
。
」

骨とう品収集が一
　　　生活のはり

中仙田高野由蔓さん

　
　
　
　
　
　
　
と
て
も
め
ず
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く
り
リ

　
　
　
　
　
　
カ
カ
の
家
の
蔵
か

こ
っ
そ
り
運
ん
で
き
た
も
ん
だ
が

　
奥
さ
ん
の
実
家
が
旧
家
で
、
様
々
な

骨
と
う
品
を
所
蔵
し
て
い
る
が
、
そ
ん

な
も
の
を
と
き
ど
き
失
敬
し
て
き
て
は

▲弓の矢をながめながら悦に入る高野さん．

打
つ
、

か
ら
、

は
、
骨
と
う
品
購
入
に
ま
わ
す
。

　
い
つ
の
日
か
、
自
慢
の
品
々
を
ド
ラ

イ
ブ
イ
ン
龍
巳
に
飾
る
こ
と
が
夢
な
の

だ
そ
う
だ
。 悦

に
い
っ
て
い
る
の
だ
と
か
。

　
　
「
あ
と
で
め
っ
け
ら
れ
て

は
オ
ド
サ
レ
て
い
る
が
ん
そ

う
。
」
、
今
で
も
実
家
か
ら

は
、
返
品
を
責
め
ら
れ
て
い

る
の
だ
そ
う
な
。

　
　
「
自
慢
の
品
と
い
え
ば
、

鑑
定
書
付
き
の
名
刀
ぐ
れ
え

だ
な
あ
。
」
と
い
っ
て
も
、

こ
れ
は
セ
ガ
レ
さ
ん
の
収
集

品
で
も
あ
る
。

　
木
材
業
も
営
む
高
野
さ
ん

は
、
商
売
に
も
似
ず
飲
む
、

買
う
が
そ
ろ
っ
て
に
が
て
。
だ

そ
ん
な
金
を
コ
ツ
コ
ツ
貯
め
て
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“
自
然
食
と
健
康
へ
の
道
”

　
　
　
　
O

－
3
0
円
で
希
望
者
に
1

　
先
月
十
一
日
、
総
合
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
「
自

然
と
健
康
」
の
講
演
会
（
講
師
・
柏
崎
市
・
洲
崎

恒
一
郎
氏
）
が
行
わ
れ
ま
し
た
が
、
そ
の
テ
キ
ス

ト
「
自
然
食
と
健
康
へ
の
道
」
が
で
き
ま
し
た
。

　
希
望
者
に
は
一
冊
三
百
円
で
お
分
け
し
て
い
ま

す
の
で
、
総
合
体
育
館
体
育
課
（
有
五
五
八
八
・

電
八
⊥
二
六
七
）
ま
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

応
募
期
限
ま
も
な
く

町
体
協
の
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク

　
川
西
町
体
育
協
会
の
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
を
募
集

し
て
い
る
の
を
ご
存
知
で
す
か
。
応
募
期
限
は
、

今
月
二
十
日
ま
で
で
す
の
で
、
こ
れ
か
ら
で
も
間

に
合
い
ま
す
。
あ
な
た
の
さ
え
る
ア
イ
デ
ィ
ア
を

図
案
化
し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

☆
目
　
的
　
町
体
育
協
会
の
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
と

　
し
て
、
協
会
旗
や
バ
ッ
チ
等
に
使
用
し
ま
す
。

☆
応
募
資
格
　
川
西
町
民
及
び
町
内
の
職
場
、
学

　
校
等
に
勤
務
、
在
学
す
る
人
。

☆
作
品
の
規
格
　
用
紙
、
大
き
さ
、
色
彩
は
自
由

　
点
数
に
制
限
あ
り
ま
せ
ん
。
た
だ
し
、
未
発
表

　
の
作
品
で
す
。

☆
し
め
切
り
　
十
一
月
二
十
日

☆
あ
て
先
　
川
西
町
総
合
体
育
館
内
、
川
西
町
体

育
協
会
事
務
局
。

　
そ
の
他
不
明
な
点
は
、
体
育
協
会
事
務
局
へ
ご

照
会
く
だ
さ
い
。
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跣
内
謬

黒超＼　
　
　
亀
亀
、
　
　
　
、
　
　
　
、

　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、

　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヤ

　
　
ヨ
ロ
ヨ
ち
　
　
　
し

　
　
∂
曜
監
監
、
、
、

仙田小に

校門・希望の像

郷土愛にもえる篤志家たちの手で

．
二
鞘
一
…
．
．
．
．
．
｛
．
．
．
一
．
一
ξ
．
．
．
一
口
｛
．
一
．
．
一
三
．
．
葡
印
．
一
…
．
．
．
．
．
一
三
．
．
．
一
一
三
．
．
．
り
一
一
一
＝
零
輔
．
．
．
”
．
三
一
軸
．
．
．
一
…
．
．
．
騨
。
一
…
．
．
．
頓
一
一
．
…
．
．
．
．
一
…
一
一
．
一
．
二
三
．
．
．
．
一
三
鞠
．
．
一
一
一
…
一
．
．
．
一
｛
一
．
．
一
一
三
．
．
噸
一
一
三
働
。
．
ξ
一
一
。
．
．
．
一
三
一
．
噂
一
一
…
一
一
一
．
一
｛
一
．
噸
一
一
…
｝
｛
…
一
｛
一
．
．
一
｛
一
．
り
囎
三
。
．
．
一
一
三
一
．
．
．
三
ほ

　
仙
田
小
学
校
の
校
庭
が
　
仙
田
地
区

に
ゆ
か
り
の
深
い
人
た
ち
の
篤
志
に
よ

っ
て
、
見
ち
が
え
る
よ
う
に
き
れ
い
に

な
り
ま
し
た
。

　
ふ
る
さ
と
を
、
ひ
た
す
ら
に
思
う
東

京
仙
田
会
の
有
志
が
中
心
と
な
り
、
校

門
の
設
置
と
、
　
“
た
く
ま
し
く
生
き
る

仙
田
の
子
”
を
象
徴
す
る
白
セ
メ
ン
ト

の
像
が
建
立
さ
れ
た
の
で
す
。

　
総
事
業
費
は
、
桜
の
植
樹
代
も
見
込

ん
で
八
十
余
万
円
。
校
庭
整
備
に
い
っ

そ
う
の
花
を
添
え
る
こ
れ
ら
の
篤
志
事

業
は
、
作
業
も
順
調
に
進
み
、
こ
の
十

日
に
は
、
関
係
者
の
見
守
る
中
で
除
幕

式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

小
高
い
丘
の
上
に
あ
る
仙
田
小
学
校

▲善意をもとにすっかり整備された仙田小校庭．

は
、
校
庭
に
桜
並
木
を

有
し
、
つ
い
最
近
ま
で

は
西
側
の
一
角
に
戦
没

者
を
祭
る
忠
霊
塔
が
建

っ
て
い
ま
し
た
。

　
環
境
の
よ
さ
も
手
伝

っ
て
、
こ
の
付
近
一
帯

は
ハ
イ
キ
ン
グ
に
格
好

の
場
と
な
り
、
あ
わ
せ

て
、
児
童
た
ち
や
村
人

の
憩
い
の
場
と
し
て
も

親
し
ま
れ
て
き
た
と
こ

ろ
で
す
。

　
し
か
し
、
昨
年
、
同

校
の
給
食
棟
建
設
に
と

も
な
い
、
長
年
親
し
ま

れ
て
き
た
忠
霊
塔
は
、
赤
谷
の
克
雪
セ

ン
タ
ー
に
移
設
、
あ
わ
せ
て
、
こ
の
部

分
は
削
土
さ
れ
、
そ
の
場
所
に
は
ス
ク

ー
ル
バ
ス
の
車
庫
が
建
設
さ
れ
ま
し
た
。

　
関
連
し
て
整
備
さ
れ
た
の
が
、
校
内

へ
の
取
り
付
け
道
路
や
ら
校
門
の
撤
去

で
す
。
こ
う
し
て
、
校
庭
整
備
は
今
年

の
お
盆
こ
ろ
ま
で
続
け
ら
れ
て
き
た
の

で
す
が
、
な
に
ぶ
ん
に
も
苦
し
い
予
算

で
の
工
事
の
た
め
、
校
門
の
再
建
に
ま

で
手
が
ま
わ
り
か
ね
る
状
態
と
な
っ
て

し
ま
い
ま
し
た
。

　
そ
し
て
、
こ
ん
な
い
き
さ
つ
を
、
た

ま
た
ま
帰
省
さ
れ
た
小
埜
壮
平
さ
ん
の

知
る
と
こ
ろ
と
な
り
、
　
「
母
校
の
た
め

で
す
か
ら
、
私
ど
も
も
お
手
伝
い
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
ょ
う
已
、
こ
ん
な
う

れ
し
い
話
を
ち
ょ
う
だ
い
す
る
こ
と
に

な
っ
た
の
で
す
。

　
以
後
、
東
京
仙
田
会
長
で
あ
る
高
橋

俊
平
さ
ん
な
ど
と
東
奔
西
走
、
子
弟
の

教
育
を
思
い
郷
土
愛
に
も
え
る
方
々
が

続
々
と
名
を
あ
げ
、
一
方
で
は
、
小
林

さ
ん
の
勤
め
先
で
あ
る
巣
鴨
信
用
金
庫
、

ハ
リ
マ
ヤ
運
動
用
品
株
式
会
社
か
ら
、

そ
れ
ぞ
れ
十
万
円
と
い
立
口
同
額
寄
付
を

い
た
だ
き
、
総
額
は
八
十
一
万
円
に
も

及
ぶ
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
さ
て
、
こ
の
朗
報
に
、
町
や
関
係
者

は
大
喜
び
。
早
速
、
校
門
、
像
建
立
が

手
配
さ
れ
、
一
か
月
余
の
作
業
期
間
を

も
っ
て
こ
の
ほ
ど
完
成
、
十
日
の
除
幕

式
と
な
っ
た
の
で
す
。

　
校
庭
整
備
に
ほ
ど
よ
く
マ
ッ
チ
す
る
　
一

こ
の
贈
り
物
、
永
久
に
子
供
た
ち
の
希
副

望
の
像
と
し
て
親
し
ま
れ
る
で
し
ょ
う
。
一

　
善
意
に
感
謝
し
な
が
ら
、
寄
贈
者
の
　
｝

お
名
前
を
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
副

　
（
敬
称
略
・
（
）
内
は
出
身
部
落
）
　
｝

◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇
丸南斉高小大佐小中中中原登増小高小南樋茂茂小高
山雲木橋林江藤林条山条　坂田林橋川雲口野野林橋
　　　　　　　　　　　　多　　　　源
璽謡書鍛舗墾章額勇蝉晶離葎聾

（
中
仙
田
）

（中

仙
田
）

（
藤
沢
）

（
藤
沢
）

（中

仙
田
）

（中

仙
田
）

（赤谷

）

（
中
仙
田
）

（
中
仙
田
）

矢薯碧薯薯塁

倉瀬瀬瀬瀬島
）　）　）　）　）　）

（
中
仙
田
）

（
藤
沢
）

（
越
ケ
沢
）

（中

仙
田
）

（
中
仙
田
）

（
小
脇
）

（中

仙
田
）

（中

仙
田
）

◇
ハ
リ
マ
ヤ
運
動
用
品
株
式
会
社

　
　
　
　
　
　
　
与
田
勝
蔵

◇
巣
鴨
信
用
金
庫
理
事
長

　
　
　
　
　
　
　
　
田
村
富
美
夫

魂
噂
．
．
一
．
．
一
9
騨
．
聯
．
一
三
一
軸
一
一
一
一
曹
二
齢
臼
一
一
．
鱒
．
二
輪
．
…
．
．
．
一
一
ξ
．
頓
“
．
．
．
三
．
一
…
．
．
…
噛
．
．
幽
．
．
＝
．
．
一
．
．
幽
一
…
一
『
噂
一
騨
幽
…
軸
｝
一
一
『
．
三
孕
一
一
脚
僧
　
豊
一
聯
一
一
ぎ
臼
一
軸
印
．
｛
一
甲
三
ξ
一
－
．
．
一
｛
．
一
甲
．
．
三
聯
印
一
．
曹
一
一
三
榊
噂
．
一
｛
一
＝
一
一
｛
一
．
．
．
．
｛
．
．
一
ご
一
一
．
零
ξ
一
一
一
昂
ξ
｝
｛
…
一
。
…
，
…
｛
…
一
。
一
一
一
…
｛
鷺
．
一
一
一
三
｝
3
一
｝
一
…
一
一
．
3
三
｝
｛
。
…
一
囎
…
…
｛
｝
一
一
嚇
一
…
｛
一
脚
ξ
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山
医
E
レ

』』』』

点
検
し
ま
し
ょ
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
7
監
ζ

　
　
　
　
　
あ
な
た
の
家
食
救
急
箱

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

　
救
急
箱
に
常
備
し
て
お
く
薬
は
、

環
境
や
作
業
内
容
・
交
通
事
情
、
病

院
、
薬
局
へ
の
距
離
、
使
う
人
数
、

年
齢
な
ど
を
よ
く
考
え
て
選
ん
で
く

だ
さ
い
。

　
そ
こ
で
、
一
般
的
な
救
急
箱
の
内

容
を
紹
介
し
て
み
ま
す
と
、

◎
内
服
薬
…
…
…
カ
ゼ
薬
、
解
熱
鎮

　
　
　
　
　
痛
剤
、
消
化
剤
、
胃
腸

　
　
　
　
　
薬
、
下
痢
ど
め
。

翻霧鞠蝿
◎
外
用
薬
…
…
…
ざ
ず
薬
、

　
か
ゆ
み
ど
め
、
消
毒
薬
、

湿
布
薬
、
逆
性
せ
っ
け

　
ん
。

◎
そ
の
他
…
…
…
ホ
ー
タ

　
イ
、
ガ
ー
ゼ
、
脱
脂
綿

三
角
布
、
綿
棒
、
ば
ん

　
そ
う
こ
う
、
油
紙
、
ハ

　
サ
ミ
、
ピ
ン
セ
ッ
ト
、

毛
ぬ
き
、
体
温
計
、
水

ま
く
ら
、
氷
の
う
。

　
以
上
の
よ
う
な
救
急
薬

で
も
家
庭
常
備
薬
で
も
、

使
い
放
し
、
入
れ
放
し
で

は
い
け
ま
せ
ん
。
自
動
車

や
設
備
に
日
常
点
検
、
定

期
点
検
が
あ
る
よ
う
に
薬

に
も
点
検
が
必
要
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
誇

　
例
え
ば
、
次
の
よ
う
な
点
検
を
忘

れ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

1
救
急
箱
は
い
つ
も
整
理
整
と
ん
さ

　
れ
て
い
ま
す
か
。

2
ジ
メ
ジ
メ
し
た
り
、
温
度
の
高
い

　
所
に
置
い
て
あ
り
ま
せ
ん
か
。
子

　
供
の
手
の
と
ど
か
な
い
所
に
置
き

　
ま
し
ょ
う
。

3
封
を
切
っ
た
ま
ま
の
古
い
薬
は
あ

　
り
ま
せ
ん
か
。

4
薬
の
説
明
書
は
保
存
し
て
あ
り
ま

　
す
か
。

　
以
上
の
点
に
注
意
し
て
、
救
急
箱

は
み
ん
な
が
わ
か
る
、
い
ち
ば
ん
目

に
つ
く
所
を
選
び
ま
し
ょ
う
。

　
そ
し
て
、
薬
を
買
っ
た
ら
、
す
ぐ

購
入
年
月
日
を
記
入
す
る
習
慣
も
忘

れ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

’

〆
鰯

訟’
参藍

“鱈
、
、
「

畠
峯

．
㌧

、
等’

●

の

崩帯

一　5口

…

骸
嚢
婁
骸
嚢
塁

戸
籍
の
窓
か
ら

骸
暑
蟄
骸
犠
骸
骸
骸
暑
葛
骸

う
ぶ
声
ー
お
す
こ
や
か
に

横
山
明

小
海
真
由
美

大
久
保
貴
之

水
落
太
恵

小
野
塚
修
治

数
藤
杏
子

相
崎
恵

幸司司悌吉秋博
夫郎朗二晴男

長長二長長二長
女女男女男女男

沖沖上上野館
立立町野口岸町

昇
天
ー
ご
め
い
福
を
祈
る

田
村
　
一
徳

小
川
久
美
子

星
名
徳
太
郎

上
村
義
雄

柄
澤
英
太
郎

幽イ

上
野
　
　
一
八

上
野
　
　
四
二

沖
立
　
　
七
五

下
平
新
田
七
五

沖
立
　
　
七
九

小
わ
拶

　
　
　
畔
壇

太
田
白
南
風
選

　
　
　
　
　
中
屋
敷
山
賀
芹
子

溝
蕎
麦
や
牧
場
の
中
の
水
呑
場

倒
れ
た
る
ま
ま
に
小
菊
の
咲
き
つ
づ
く

放
課
後
の
桜
紅
葉
を
生
徒
掃
く

高
々
と
校
舎
の
映
ゆ
る
文
化
祭

夕
茜
街
の
時
雨
の
残
り
を
り

　
　
　
　
　
　
三
領
高
橋
た
か
し

機
音
の
や
め
ば
軒
下
ち
ち
ろ
鳴
く

も
ろ
も
ろ
の
供
物
揃
へ
て
月
を
待
つ

和
久
井
ヨ
シ
　
　
木
　
落
　
　
八
○

鈴
木
　
モ
ト
　
　
新
町
新
田
　
八
一

小
林
　
ハ
ナ
　
　
中
仙
田
　
　
八
五

た
か
さ
ご
ー
ご
円
満
に

（
◎
◎
縣
継
報

（
◎
◎
繍
盤
臓
纏

（
◎
◎
縣
鑑
義

中
仙
田

東
京
都
か
ら

赤
谷

五
泉
市
か
ら

野
口

田
中
町
か
ら

（
◎
◎
驚
上
蝕
＋
朋
酬

（
◎
◎
縣
難
鞍
羅
か
り

（
◎
◎
麟
鷺
胴
翻
2

（
◎
◎
縣
畷
軽
鵬
2

代
々
の
豆
打
つ
棒
の
光
か
な

暖
か
き
日
の
続
き
を
り
返
り
花

葉
の
落
ち
し
盆
梅
赤
き
花
芽
つ
け

　
　
　
　
　
　
上
野
入
沢
宏
予

秋
草
の
七
草
の
花
つ
ぎ
つ
ぎ
に

こ
の
秋
の
終
り
茗
荷
の
香
を
惜
し
み

吹
き
荒
れ
し
野
分
の
過
ぎ
し
秋
深
み

　
　
　
　
　
　
大
倉
金
子
洋
石

吹
き
荒
れ
し
朝
の
落
葉
の
庭
を
掃
く

紅
葉
し
て
明
る
き
峰
の
木
立
か
な

紅
葉
宿
一
夜
泊
り
の
客
ば
か
り

　
　
　
　
　
　
赤
谷
高
橋
与
平

村
の
空
帰
る
燕
の
過
ぎ
に
け
り

し
と
ど
な
る
露
の
馬
草
を
刈
り
に
け
り

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　層　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　，　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　，　　　　　　　　　　　　　　　　　－　　　　　　　　　　　　　　　　，　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　．　　　　　　　　　　　　　　　甲　　　　　　　　　　　　　　　曹　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　薗　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　曹　　　　　　　　　　　　　o　　　　　　　　　　　　　薗　　　　　　　　　　　　　響　　　　　　　　　　　　o　　　　　　　　　　　　曹　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　曹　　　　　　　　　　　，　　　　　　　　　　　曹　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　曹　　　　　　　　　響　　　　　　　　　一　　　　　　　　　一　　　　　　　　昌　　　　　　　　一　　　　　　　　，　　　　　　　騨　　　　　　　響　　　　　　　冒　　　　　　響　　　　　　噂　　　　　　一　　　　　一　　　　　一　　　　　一　　　　一　　　　一　　　　－　　　－　　　曹　　　甲　　一　　〇　　，　一　甲　o
曹曹響

嵜鞭鞭鞭嶺な鞭轄端

10月の交通事故発生件数

　　　　　　　累計
件数3（1）14⑳
傷　者3（1）18⑫3）

死者0（0）2（1）
酒よい0（0）1（1）・
　　　　　　　　　　ロ酒気おび　1（3）17⑫1）1

　　　　　　　　　で　　（）内は前年比較　　一
　　　　　　　　　　：
瀞麗轄轄轄轄鰯駕輔聾11

．
・
》
“
．
“
．
．
“
．
“
・
“
・
“
・
ウ
“
轟
∴
9
ウ
“
・
亨
“
・
ウ
“
・
ウ
“
・
ウ
の
・
一
．

㈹
：
撃
．
的
．
．
“
．
．
堕
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撃
の
？
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撃
（
・
桑
尋
・

（
◎
新
墨
．
同
橋
久
作
中
仙
田

◎
新
婦
高
橋
し
ず
子
　
中
仙
田
か
ら

（
◎
新
郎
藻

◎
新
婦
大
津

（
◎
新
郎
丸
山

◎
新
婦
澤
口

（
◎
新
郎
柄
澤

◎
新
婦
池
田

（
◎
新
郎
桐
生

甚
次
小
脇

京
子
十
日
町
市
か
ら

和
夫
中
島
町

順
子
下
平
新
田
か
ら

廣
　
沖
立

初
子
十
日
町
市
か
ら

勉
　
大
白
倉

◎
新
婦
樋
ロ
ミ
サ
エ
十
日
町
市
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
孝
腰
繭
警
野

　
「
俳
句
一
ロ
講
座
」

ー
季
題
を
つ
か
む
1
俳
句
に
季
題
と
い

う
も
の
が
あ
る
こ
と
は
既
に
お
判
り
の

筈
で
す
。
そ
れ
は
俳
句
が
変
化
に
富
ん

だ
日
本
の
季
節
感
か
ら
発
し
た
文
学
で

あ
る
か
ら
で
す
。
そ
の
感
懐
に
詩
を
感

じ
た
時
、
そ
の
季
題
が
何
で
あ
る
か
を

先
づ
見
定
め
て
作
句
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
因
に
こ
れ
か
ら
の
季
題
を
掲

げ
る
と
、
「
時
雨
」
「
冬
め
く
」
「
大
根
引
」

「
董
漬
」
「
冬
構
」
「
冬
田
」
「
息
白
し
」
「
枯

菊
」
「
冬
ざ
れ
」
「
炉
、
炬
燵
」
等
と
日
常

目
に
映
る
も
の
の
中
で
俳
句
の
世
界
は

展
が
る
訳
で
す
。




